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  みんなで防災！2023 ～広げよう防災の輪～ 
 

        代表者  小 松 真 子 （経済学部経済学科 3年） 

 

 

１．目的と概要 

このプロジェクト事業は、地域住民や香川大学生を対象とした防災啓発活動を行うこ

とにより、防災の知識や香川大学の防災に関する取り組みを発信し、防災について関心

を持つ機会を創出することで、地域の防災力を高めることを目的としています。大学祭

をはじめとしたイベントへの参加や、絵手紙交流の実施など、地域との関わりを大切に

活動を行います。 

 

 

２．実施期間（実施日） 

令和５年 4月 1日から 令和 6年 3月 31日まで 

 

 

３．成果の内容及びその分析・評価等 

このプロジェクト事業では、10 月 28 日(土)と 10 月 29 日(日)に実施された香川大学

祭への参加と、新番丁地区・亀阜地区での絵手紙交流を実施しました。 

香川大学祭では、非常持ち出し袋の展示(高齢者用、女性用、小さいこどもがいる家庭

用、1人暮らしの大学生用の全 4種類)、防災工作(新聞紙お皿、牛乳パックスプーン)、

非常食試食(蒸しパン)、香川大学防災サポートチーム(香川大学防災士クラブ・高松市機

能別消防団)の紹介に加え、自衛隊と消防の方にもご協力を頂き、車両展示や業務に関す

る相談コーナー、活動の様子パネル展示、自衛隊の制服試着体験、自衛隊の非常用糧食

の試食(豚角煮、スタミナ丼、べジサーモンなど)を行いました。 

 2 日間で合計約 260 人の方に来て頂くことができ、こどもから大人まで幅広い年代の方

に、防災について知ってもらう機会を創出することができました。特に、非常食試食と自

衛隊・消防ブースが好評で、非常食試食では蒸しパンの作り方を記載した資料を配布する

ことで、それぞれの家庭で防災について話し合うきっかけにつなげることができたと思

います。自衛隊・消防ブースでは、こどもたちが多く見られ、車両に乗って写真を撮った

り制服を試着したりなど、実際に体験しながら楽しんでもらうことができました。 

 絵手紙交流は、地域の高齢者の方と絵手紙を通じて交流を広げ、いずれは防災活動への

参加につなげることを目標としています。今年度は、新番丁地区と亀阜地区で計 10 名の

高齢者の方に参加して頂き、対面交流会の実施や 2 か月に 1 回ほどのペースで絵手紙交



 

換を行いました。特に、対面交流会が好評で、高齢者の方から「いつも元気をもらってい

る」「これからも続けてほしい」といった言葉を頂き、また、絵手紙交換に関わってくだ

さっている高松市社会福祉協議会の方からもお褒めの言葉を頂くことができました。加

えて、地域で実施された防災訓練に、お相手の高齢者の方が 1人参加してくださり、目標

に向かって少しずつ前進していることを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学祭チラシ(学内掲示用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 対面交流会案内状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

このプロジェクト事業を実施したことにより、香川大学の特色ある取り組み「防災士

養成プログラム」や機能別消防団について知ってもらうことができ、香川大学の魅力を

発信することができました。また、大学祭で多くの地域の方に来て頂いたことをはじめ、

地域との関わりを持った活動を実施したことで、防災について関心を持つきっかけをつ

くり、地域の防災力向上に貢献できたと思います。 

 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 

大学祭への参加に向けて、企画会議や展示物の準備などを行うことで、責任感を持っ

て主体的に活動する力や協調性を培うことができました。また、大学祭当日は、1人ひと

りの役割だけでなく、全体を見て行動するなど、臨機応変な対応力を鍛えることもでき

ました。そして、防災士としての経験を積むことができたことで、活動への意欲向上に

つながりました。大学祭では、これまで私たちが学んだことを伝えたり、防災について

の質問を受けたりすることを通して、防災士として活動していることを実感したと同時

に、今後も学び続けることの大切さに改めて気が付きました。 



 

６．反省点・今後の展望（計画）・感想等 

  このプロジェクト事業での反省点は 3つあります。 

  1つ目は、準備が遅れてしまったことです。大学祭でどのようなことをやりたいかにつ

いての大まかな計画は早めに立てることが出来ましたが、その後大学祭まで期間があっ

たことで、安心してしまい、本格的に準備を開始するのが遅くなってしまいました。その

ため、当初予定していた数のチラシを配布することができなかったり、自衛隊や消防の方

との情報共有が遅くなり迷惑をかけてしまったりなど、その後の活動に影響を与えてし

まいました。この反省点をふまえ、来年度は大学祭での実施事項を計画する段階で、大学

祭に向けての準備についても大まかな計画を立て、一緒に活動する学生を早めに呼びか

け、役割分担をし、余裕をもって準備を行うようにしたいと思います。 

  2つ目は、大学祭の展示企画で、防災工作やサポートチームの紹介コーナーにあまり人

が来なかったことです。特に、防災工作については、実際に体験できることからこどもた

ちが多く参加してくれると予想していましたが、当日は予め作成して展示していたもの

を見るところまでで、その後に一緒に作ってみるというこどもは非常に少なかったです。

そのため、来年度は、展示位置や展示方法、体験の内容を再度検討し、人気のあった自衛

隊・消防ブースから私たちの展示企画へと上手く導けるような動線づくりや声掛け、看板

の設置を工夫するなどして、1人でも多くの方に楽しんで防災を知ってもらえるような場

所にしたいと思います。 

  3つ目は、香川大学生が防災について触れることができる機会を十分に設けられなかっ

たことです。特に大学祭では、地域の方々は多く来てくださいましたが、学生の数は少な

く、大学内での周知不足と学生も楽しめる展示・体験内容を準備できなかったという反省

点があります。そのため、来年度は地域の方だけでなく学生にも興味を持ってもらえるよ

うなイベントになるように企画を練り、学生も含めた地域の防災力の向上に貢献できる

ようにしたいと思います。 

  そして、来年度も香川大学祭への参加と絵手紙交流を継続して行い、防災の輪を広げる

と同時に、よりレベルアップした事業となるように取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７．実施メンバー 

  代表者 小松 真子  （経済学部 3年） 

  構成員 土岐 祥太郎（創造工学部 3年） 

      筒井 麗菜  （大学院 1年）      金谷 茉奈  （大学院 1年） 

      澤村 遥    （法学部 4年）      進藤 奈瑞菜（医学部 4年） 

      尾上 絢音 （医学部 4年）      新谷 有沙  （創造工学部 4年） 

      西田 有宇  （創造工学部 4年）    鈴木 悠介  （創造工学部 4年） 

       長与 浩大  （創造工学部 3年）    桑田 菜央  （創造工学部 3年） 

         山本 航志  （創造工学部 3年）    勝浦 弓葵  (教育学部 2年) 

       小野 琴子   (教育学部 2年)     伏見 桜   (教育学部 2年) 

       岩本 知優   (農学部 2年)      原 英里菜  （創造工学部 2年） 

       濵口 杏花  （創造工学部 2年）    佐野 朝瞳  （創造工学部 2年） 

    堀切 瑞月  （創造工学部 2年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８．執行経費内訳書 

配 分 予 算 額 79,274円 

執行経費（品目等） 数量 単価(円) 金額(円) 備 考 

湯沸かしBOX基本セット 

ムーニーおしりふき 

持ち歩くトイレ 

トイレに流せるおしりふき 

アイラップ 

業務用ペーパーコップ 

商い用ミニスプーン 

ふつうの綿棒 

モバイルバッテリー 

フェイスタオル イエロー 

フェイスタオル ブルー 

フェイスタオル ピンク 

アイスカップ 

おいしい水 六甲 

コクヨ PPC-NBA4 

新聞用ファイル 

国内純正トナーカートリッジ 黄 

CANONトナーカートリッジ 赤・青 

CANONトナーカートリッジ 黄 

高透明カラークリアホルダー 

切手 

大学祭教室等使用料 

1 

1 

１ 

１ 

2 

2 

3 

1 

１ 

1 

1 

１ 

5 

3 

1 

1 

１ 

2 

１ 

１ 

2,119 

438 

1,320 

457 

218 

471 

548 

132 

1,408 

438 

438 

438 

715 

106 

4,795 

4,290 

10,505 

10,505 

10,505 

2,590 

1,500 

6,000 

2,119 

438 

1,320 

457 

436 

942 

1,644 

132 

1,408 

438 

438 

438 

3,575 

318 

4,795 

4,290 

10,505 

21,010 

10,505 

2,590 

1,500 

6,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合   計   75,298  

 

 

 


